
 
 

協議事項（１） 

第３期「加西市子ども・子育て支援事業計画」作成に向けたニーズ調査について 

 

「第３期加西市子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、就学前児童の保護者、小学生

の保護者を対象にニーズ調査を実施します。ニーズ調査結果は、次期計画期間における子ども・

子育て支援事業量の見込み量算定と確保方策を設定するための基礎資料とします。また、本市に

おける就学前児童、小学生の子育てに関する現状及び課題の把握のための資料としても活用し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．調査の考え方 

計画では期間５カ年（R7～12 年）の 

「量の見込み」と「確保の内容・実施時期」を記載 

 

 

 

「現在の利用状況」 ＋ 「今後の利用希望」 を踏まえて設定 

→ 教育・保育施設や子育て支援事業の利用に関する保護者の意向を把握 

→ 子どもや保護者の置かれている環境、事情の把握 

 

保護者に対する利用 

希望の把握がポイント 

２．調査対象 

調査の実施者  加西市 （←国が質問例を提示）  

調査の対象者  就学前（０～５歳）の子ども 

小学生児童 

 

国では、就学前（０～５歳）の子どもを主たる対象と考え、小学生に対する 

学童保育の利用希望の把握については市町村の判断に委ねています。 

加西市では学童保育のニーズを把握するため、小学生にもニーズ調査を実施しま

す。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３．調査項目 

 

利用を希望する頻度、期間  

１日に？ 何時から何時まで？ 

さらに何日？ 年間で何日？ 

今後、子どもが何歳になるときに？ 

 

調査範囲 

 ・ 幼児期の学校教育（教育利用） 

 ・ 保育サービス 

 ・ その他の子育て支援サービス 

・  加西市子育て応援５つの無料化について 

 

実際の利用状況に比べ利用度が高くなることも想定されます。 

また逆に利用希望が出にくいこともあります。 

料金負担の明記や質問の絞り込みなど細かく設定しています。 

できるだけ数字を使い 

利用頻度を答えていただ

きます 

４．調査の概要 

 

実施時期 令和 6 年 1 月上旬から約 2 週間 

対象世帯数   就学前児童   1,200 通 

    小学生        1,500 通 

抽出方法 悉皆調査 

調査方法 園、学校を通じて保護者へ配布 

       市外学校園在籍者及び未就園児の世帯は郵送 

回答方法   パソコンやスマートフォンによるＷｅｂ回答 

 

前回と同程度の回収率を目指します。 

（前回：就学前児童 62.8％、小学生 71.4％） 

 

 



 
 

5．ニーズ調査のスケジュール 

※時期は目安 

R5.12上旬 アンケート内容確定 

R5.12中旬 アンケート入力フォーム作成（事業者） 

R6.1 上旬 アンケート郵送先データ作成（こども未来課） 

  アンケート案内文書等印刷（事業者） 

R6.1 中旬 アンケート発送 

R6.2 上旬  アンケート入力〆切 

R6.2 下旬  アンケート集計（事業者） 


